
 

 

第２部 財務報告 

 

１ 一般会計財務諸表の要旨 
 

 （１）貸借対照表 

    貸借対照表は、荒川区が住民サービスを提供するために保有している財産（資産）と、

 その資産をどのような財源（負債・正味財産）で賄ったかを総括的に示したものです。

 左右の資産合計額と負債及び正味財産合計額が一致している表であることから、バラン

 スシートとも呼ばれます。 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【資産の部】 令和４年度 令和３年度 増減 

Ⅰ 流動資産 

  現金預金 

  収入未済 

  不納欠損引当金 

  基金積立金 

  短期貸付金 

  貸倒引当金 

  その他 

Ⅱ 固定資産 

１ 行政財産 

 ２ 普通財産 

 ３ 重要物品 

 ４ インフラ資産 

 ５ リース資産 

 ６ ソフトウェア 

７ 建設仮勘定 

 ８ ソフトウェア仮勘定 

９ 投資その他の資産 

    有価証券及出資金 

    出捐金 

    長期貸付金 

    貸倒引当金 

基金積立金 

27,508 

5,171 

1,125 

△ 116 

21,305 

22 

0 

0 

397,554 

158,047 

14,491 

1,313 

190,489 

493 

10 

490 

0 

32,220 

4,939 

550 

2,113 

0 

24,618 

27,136 

4,956 

993 

△ 114 

21,287 

14 

0 

0 

392,198 

156,703 

12,623 

1,357 

190,300 

496 

0 

1,215 

0 

29,504 

4,939 

550 

1,940 

0 

22,074 

373 

215 

132 

△2 

18 

9 

0 

0 

5,356 

1,344 

1,868 

△44 

189 

△3 

10 

△724 

0 

2,716 

0 

0 

173 

0 

2,543 

資産の部合計 425,062 419,334 5,729 

翌年度に現金化しうる資産で

す。 

収入未済  

収入すべき額のうち、まだ現

金化されていない額 

不納欠損引当金／貸倒引当金 

収入未済や貸付金のうち、回

収できない可能性がある額を

見積計上したもの 

基金積立金  

財政調整基金及び特別区債等

管理基金のうち翌年度取崩予

定額 

短期貸付金  

翌年度に償還期限が到来する

貸付金額 

＜表１－１ 一般会計貸借対照表＞ 

Ⅰ 流動資産 

行政活動のために使用することを目的として保

有する資産や１年を超えて現金化される資産等で

す。記載金額は現在価格です。 

取得価格及び減価償却累計額は、【参考資料】80、

81 ページを参照してください。 

行政財産 庁舎や区立学校等、公用・公共用の公有財産

（インフラ資産を除く） 

普通財産 行政財産以外の公有財産（貸付等で収益を得

る、行政目的の用途がなくなった財産等） 

Ⅱ 固定資産 

（単位：百万円）
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【負債の部】 令和４年度 令和３年度 増減 

Ⅰ 流動負債 

  還付未済金 

  特別区債 

  短期借入金 

  リース債務 

  未払金 

  賞与引当金 

  その他 

Ⅱ 固定負債 

  特別区債 

  長期借入金 

  リース債務 

  退職給与引当金 

2,753 

20 

1,922 

0 

74 

0 

738 

0 

23,656 

15,627 

0 

54 

7,976 

2,583 

19 

1,702 

0 

73 

0 

770 

20 

25,739 

16,823 

0 

97 

8,819 

170 

1 

219 

0 

1 

0 

△32 

△20 

△2,083 

△1,196 

0 

△44 

△843 

負債の部合計 26,410 28,323 △1,913 

【正味財産の部】 令和３年度 令和２年度 増減 

 正味財産 398,653 391,011 7,642 

負債及び正味財産の部合計 425,062 419,334 5,729 

Ⅰ 流動負債 

重要物品 取得価格 100 万円以上の物品 

インフラ資産 道路、橋梁等の公有財産 

リース資産 ファイナンス・リース契約による資産 

ソフトウェア ソフトウェアのうち、その利用によ

る将来費用の削減が確実であると認められるもの（令

和４年度以降取得分） 

Ⅱ 固定資産（つづき） 

建設仮勘定 建設中の建物等に係る支出済額 

ソフトウェア仮勘定 製作途中のソフトウェアに

係る支出済額 

投資その他の資産 有価証券や流動資産以外の基

金積立金（※）等 

※ 特定目的基金及び特別区債等管理基金（翌

年度取崩予定額を除く） 

リース債務（流動負債）  

リース資産計上金額のうち、翌年度支払予定の

賃借料 

賞与引当金  

翌年度６月の期末・勤勉手当等のうち、当年度

の勤務に対応する額 

翌年度に支払うべき負債です。 

還付未済金  

過誤納金のうち、当年度末までに還付できな

かったもの 

特別区債（流動負債）  

特別区債のうち、翌年度償還予定額 

（単位：百万円）

１年を超えて支払時期が到来

する負債です。 

特別区債（固定負債） 

特別区債のうち、翌々年度以

降の償還予定額 

リース債務（固定負債） 

リース資産計上金額のうち、

翌々年度以降に支払予定の賃

借料 

退職給与引当金 

在籍する職員が期末に自己都

合退職すると仮定した場合に

必要な退職手当額を見積計上

したもの 

Ⅱ 固定負債 

 資産の部合計から負債の部合

計を差し引いたものです。 

正味財産 
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【貸借対照表の概要】 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 資産の総額は 4,251 億円で、前年度と比較して 57 億円増加しています。主な要因は、

公園用地の取得など公共施設の整備や基金積立金等の増加に伴って、固定資産が 54億

円増加したことによるものです。 

○ 流動資産は 275 億円で、前年度と比較して 4億円増加しています。主な要因は、現金

預金が 2億円増加したことによるものです。 

○ 固定資産は 3,976 億円で、前年度と比較して 54 億円増加しています。主な要因は、

基金積立金が増加したことによるものです。基金積立金増加の主な内訳は、義務教育施

設整備に係る「義務教育施設整備基金」が 25 億円増加したことによるものです。 

○ 固定資産の主な内訳は、道路等のインフラ資産が 1,905 億円で、固定資産の約５割を

占めています。また、行政財産が 1,580 億円となっています。 

≪資産の部≫ 

〇 令和４年度末の正味財産は 3,987 億円で前年度と比較して 76億円増加しています。

これは、主に行政コスト計算書の当期収支差額 57 億円によるものです。正味財産の増

加は、民間に例えると会社の資本金が増えたことを意味します。 

≪正味財産の部≫ 

〇 負債の総額は 264 億円で、前年度と比較して 20 億円減少しています。主な要因は、

固定負債のうち、施設整備のための特別区債の償還が進んだこと等により特別区債が 12

億円減少したこと、職員の退職給与引当金が８億円減少したことによるものです。 

≪負債の部≫ 
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＜表１－２ 行政財産、普通財産、インフラ資産の内訳＞ 

                              （単位：百万円） 

 

 

 

 

 

【区民一人あたりの貸借対照表】 

貸借対照表の数値を区民一人あたりに換算した表は、下記のとおりです。 

 

＜表１－３ 区民一人あたりの貸借対照表＞ 

※ 各年度とも翌年度４月１日現在の人口により算出（人口は 107 ページ参照） 

 

○ 貸借対照表では、令和４年度の荒川区の区民一人あたりの資産は 195 万７千円、負債は

12 万２千円となります。 

 土地 建物・工作物 無形固定資産 合計 

行政財産 96,458 61,589 0 158,047 

普通財産 12,425 2,064 2 14,489 

インフラ資産 175,461 15,028 0 190,489 

合計 284,344 78,681 2 363,025 

【資産の部】 令和４年度 令和３年度 増減 【負債の部】 令和４年度 令和３年度 増減 

Ⅰ 流動資産 

  現金預金 

  収入未済 

  不納欠損引当金 

  基金積立金 

  短期貸付金 

  貸倒引当金 

  その他 

Ⅱ 固定資産 

１ 行政財産 

 ２ 普通財産 

 ３ 重要物品 

 ４ インフラ資産 

 ５ リース資産 

 ６ ソフトウェア 

 ７ 建設仮勘定 

 ８ ソフトウェア仮勘定 

 ９ 投資その他の資産 

    有価証券及出資金 

    出捐金 

    長期貸付金 

    貸倒引当金 

基金積立金 

127 

24 

5 

△1 

98 

0 

0 

0 

1,830 

728 

67 

6 

877 

2 

0 

2 

0 

148 

23 

3 

10 

0 

113 

126 

23 

5 

△ 1 

99 

0 

0 

0 

1,821 

728 

59 

6 

884 

2 

0 

6 

0 

137 

23 

3 

9 

0 

102 

1 

1 

0 

0 

△1 

0 

0 

0 

10 

0 

8 

0 

△7 

0 

0 

△3 

0 

11 

0 

0 

1 

0 

11 

Ⅰ 流動負債 

  還付未済金 

  特別区債 

  短期借入金 

  リース債務 

  未払金 

  賞与引当金 

  その他 

Ⅱ 固定負債 

  特別区債 

  長期借入金 

  リース債務 

  退職給与引当金 

13 

0 

9 

0 

0 

0 

3 

0 

109 

72 

0 

0 

37 

12 

0 

8 

0 

0 

0 

4 

0 

120 

78 

0 

0 

41 

1 

0 

1 

0 

0 

0 

0 

0 

△11 

△6 

0 

0 

△4 

負債の部合計 122 132 △10 

【正味財産の部】 令和４年度 令和３年度 増減 

 正味財産 1,835 1,816 20 

資産の部合計 1,957 1,947 10 負債及び正味財産の部合計 1,957 1,947 10 

（単位：千円）
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（２）行政コスト計算書 

  行政コスト計算書とは、１年間の行政活動のうち、資産形成にあたらない行政サービ 

スの費用（給与関係費、物件費、扶助費等）と収入（地方税、使用料及び手数料等）を示

したものです。収入には、当年度に収入することが決まった金額のほか、固定資産売却益

等現金の収入を伴わないものも含まれています。また、費用には減価償却費や各種引当金

の繰入額等現金の支出を伴わないものが含まれています。 

 

 

  

科目 令和４年度 令和３年度 増減 

通常収支の部 

Ⅰ 行政収支の部 

１ 行政収入 

   地方税 

   地方譲与税・交付金等 

   特別区財政調整交付金 

   国庫支出金 

   都支出金 

   分担金及び負担金 

   使用料及び手数料 

   繰入金 

   その他の行政収入 

２ 行政費用 

   給与関係費 

   物件費 

   維持補修費 

   扶助費 

   補助費等 

   投資的経費 

   繰出金 

   減価償却費 

   不納欠損・貸倒引当金繰入額 

   賞与・退職給与引当金繰入額 

 

 

106,410 

19,452 

6,481 

42,900 

23,398 

8,536 

1,037 

2,228 

94 

2,284 

100,351 

16,864 

23,782 

1,042 

30,747 

12,906 

1,857 

8,319 

3,856 

113 

864 

 

 

107,512 

18,499 

6,339 

41,014 

29,404 

7,762 

1,049 

1,623 

85 

1,736 

100,823 

16,660 

23,944 

1,188 

30,738 

12,639 

2,098 

7,807 

3,658 

68 

2,022 

 

 

△1,102 

953 

142 

1,886 

△6,006 

774 

△12 

605 

9 

547 

△472 

203 

△162 

△146 

8 

267 

△241 

512 

199 

46 

△1,158 

行政収支差額 6,059 6,689 △631 

 Ⅱ 金融収支の部 

１ 金融収入 

   受取利息及配当金 

  ２ 金融費用 

   公債費（特別区債利子） 

その他の金融費用 

 

37 

37 

108 

108 

0 

 

39 

39 

120 

120 

0 

 

△2 

△2 

△12 

△12 

0 

 金融収支差額 △71 △ 81 10 

通常収支差額 5,988 6,608 △620 

特別収支の部 

 １ 特別収入 

 ２ 特別費用 

 

413 

644 

 

116 

191 

 

296 

453 

特別収支差額 △231 △ 74 △157 

当期収支差額 5,757 6,534 △777 

  

 

 

通常収支の部 

通常の行政活動に伴う収支のこと

です。 

Ⅰ 行政収支の部 

行政の通常の活動による収支で

行政収入と行政費用とで構成され

ます。 

Ⅱ 金融収支の部 

預金利子収入や資金調達経費(特

別区債利子等)の収支で､金融収入

と金融費用とで構成されます。 

通常収支差額 

行政収支差額と金融収支差額と

の合計額です。 

特別収支の部 

固定資産の売却益等、通常収支には

含まれない収入と費用で構成されま

す。 

  当期収支差額 

通常収支差額と特別収支差額との

合計額です。 

※ 民間企業の損益計算書における

「当期純利益」に該当する項目です

が、行政には利益の概念がないので、

「当期収支差額」としています。この

額は、正味財産変動計算書の「その他

剰余金」であり、社会資本の整備や特

別区債の償還等に充てられます。 

＜表２－１ 一般会計行政コスト計算書＞ 

（単位：百万円）

※ 詳細は【参考資料】78 ページ参照 
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１ 金融収入 

地方税 特別区民税、軽自動車税、特別区たば

こ税 

地方譲与税・交付金等 地方譲与税（地方揮

発油譲与税、自動車重量譲与税、森林環境

譲与税）、地方特例交付金及びその他の交付

金等  

特別区財政調整交付金 都と特別区及び特別

区相互間の財源均衡化を図るため、都から

区へ交付されるもの 

国庫支出金／都支出金 国・都からの支出金

のうち、資産形成にあたらないもの 

分担金及び負担金 区の行う事業による受益

者からの徴収金 

使用料及び手数料 区民施設の使用料や、住

民票の発行手数料等 

繰入金 特別会計から一般会計への繰入金の

うち、資産に計上しないもの 

その他の行政収入 財産収入、寄附金、諸収入 

１ 行政収入 

給与関係費 報酬、給料、職員手当等の人

件費 

物件費 光熱水費、消耗品費や 100 万円未

満の備品購入費、委託料等 

維持補修費 公有財産等の維持・補修経費

（施設の増改築等、資産価値を向上させ

る支出は含まない） 

扶助費 生活保護法や児童福祉法等に基づ

き支給する福祉給付等 

補助費等 他団体等に対して支出する、負

担金、補助金及び交付金等の経費 

投資的経費 委託料や工事請負費等のう

ち、支出の性質や金額の僅少性から、区

の資産形成にあたらない経費 

繰出金 一般会計から特別会計への繰出金

のうち、資産に計上しないもの 

減価償却費 建物、工作物、取得価格 100

万円以上の物品等、固定資産の１年間の

価値減少分について、定額法により見積

り、費用として計上したもの 

不納欠損・貸倒引当金繰入額 不納欠損引

当金、貸倒引当金の当期発生額 

賞与・退職給与引当金繰入額 賞与引当金、

退職給与引当金の当期発生額 

２ 行政費用 

固定資産売却益等 

２ 金融費用 

公債費（特別区債利子） 特別区債に係る

支払利子 

その他の金融費用 特別区債発行費（特別

区債発行等に要する経費）、特別区債発行

差金（特別区債を割引発行した場合に生

じた特別区債の額面金額と実際の発行金

額との差額）、一時借入金等利子 

１ 特別収入 

固定資産売却損、不納欠損額等 

２ 特別費用  
 

通常収支の部 

受取利息及配当金 基金積立金等による利

子収入や株式配当金等 

Ⅰ 行政収支の部 

Ⅱ 金融収支の部 

特別収支の部 
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【行政コスト計算書の概要】 

 
 
 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

○ 通常収支差額と特別収支差額を合計した当期収支差額は 58 億円で、主に通常収支差額が

減少したことにより、前年度と比較して８億円減少しました。 

 

 
 
 
 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 

 

 

 

 
 
 

 

〇 行政収支差額と金融収支差額を合計した通常収支差額は 60 億円で、主に行政収支差額

が減少したことにより、前年度と比較して６億円減少しました。 

 

≪通常収支の部≫ 

〇 金融収入は 3,700 万円で、前年度と比較して 200 万円減少しており、全額が受

取利息及配当金となっています。これは主に基金の運用収益の減によるものです。 

〇 金融費用は 1 億 800 万円で、前年度と比較して 1,200 万円減少しています。主

な要因は、特別区債の償還に係る支払利子が 1,200 万円減少したことによるもの

です。 

〇 金融収支差額はマイナス 7,100 万円で、前年度と比較して 1,000 万円増加しま

した。 

◆ 金融収支の部 

〇 行政収入は 1,064 億円で、前年度と比較して 11 億円減少しています。主な要

因は、地方税、特別区財政調整交付金、都支出金等の収入が 50 億円増加した一

方で、新型コロナウイルスワクチン接種事業費や子育て世帯への臨時特別給付金

支給事業費が減少したこと等により、国庫支出金が 60 億円減少したことによる

ものです。 

〇 行政費用は 1,004 億円で、前年度と比較して５億円減少しています。主な要因

は、退職給与引当金繰入額等の減少により、各種引当金の繰入額が減少したこと

等によるものです。一方、給与関係費、物件費、維持補修費、扶助費、補助費等、

投資的経費などの主な事業費では、補助費等で電力・ガス・食料品等価格高騰緊

急支援給付金支給事業の増加や子育て世代への臨時特別給付金の減少があったも

のの、ほぼ横ばいとなっております。 

◆ 行政収支の部 

〇 特別収支差額はマイナス２億円で、前年度と比較して、特別収入は３億円増加、特別

費用は５億円増加しています。 

≪特別収支の部≫ 
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【区民一人あたりの行政コスト】 
 

行政コスト計算書の数値を区民一人あたりに換算した表は、下記のとおりです。 

 

＜表２－２ 区民一人あたりの行政コスト計算書＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 各年度とも翌年度４月１日現在の人口により算出（人口は 107 ページ参照） 

 

 

 

科目 令和４年度 令和３年度 増減 

通常収支の部 

Ⅰ 行政収支の部 

１ 行政収入 

   地方税 

   地方譲与税・交付金等 

   特別区財政調整交付金 

   国庫支出金 

   都支出金 

   分担金及び負担金 

   使用料及び手数料 

   繰入金 

   その他の行政収入 

２ 行政費用 

   給与関係費 

   物件費 

   維持補修費 

   扶助費 

   補助費等 

   投資的経費 

   繰出金 

   減価償却費 

   不納欠損・貸倒引当金繰入額 

   賞与・退職給与引当金繰入額 

 

 

490 

90 

30 

197 

108 

39 

5 

10 

0 

11 

462 

78 

109 

5 

142 

59 

9 

38 

18 

0 

4 

 

 

499 

86 

29 

190 

137 

36 

5 

8 

0 

8 

468 

77 

111 

6 

143 

59 

10 

36 

17 

0 

9 

 

 

△9 

4 

0 

7 

△29 

3 

0 

3 

0 

2 

△6 

0 

△2 

△1 

△1 

1 

△1 

2 

1 

0 

△5 

行政収支差額 28 31 △3 

 Ⅱ 金融収支の部 

１ 金融収入 

   受取利息及配当金 

  ２ 金融費用 

   公債費（特別区債利子） 

   その他の金融費用 

 

0 

0 

0 

0 

0 

 

0 

0 

1 

1 

0 

 

0 

0 

0 

0 

0 

金融収支差額 0 0 0 

通常収支差額 28 31 △3 

特別収支の部 

 １ 特別収入 

 ２ 特別費用 

 

2 

3 

 

1 

1 

 

1 

2 

特別収支差額 △1 0 △1 

当期収支差額 27 30 △4 

〇 行政コスト計算書では、令和

４年度の荒川区の区民一人あ

たりの行政収入は 49 万０千

円、行政費用は 46万２千円で、

行政収支差額は２万８千円と

なります。 

 

○ 行政収支差額に金融収支差

額を加えた通常収支差額は、区

民一人あたり２万８千円です。 

 

○ 通常収支差額と特別収支差

額を合計した当期収支差額は、

区民一人あたり２万７千円と

なり、前年度と比較して４千円

減少しています。 

（単位：千円）

15



 

 

（３）キャッシュ・フロー計算書 

 キャッシュ・フロー計算書は、現金収支を３つの活動区分（行政サービス活動、社会

 資本整備等投資活動、財務活動）に分けて表示したものです。活動区分の名称等、企業

 会計とは異なる部分もありますが、現金収支を活動区分ごとに明らかにするという役割

 は、企業会計のキャッシュ・フロー計算書と同じです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

科目 令和４年度 令和３年度 増減 

Ⅰ 行政サービス活動 

 税収等 

  地方税 

地方譲与税・交付金等 

特別区財政調整交付金 

 国庫支出金 

 都支出金 

 業務収入 

  分担金及び負担金 

使用料及び手数料 

繰入金 

その他業務収入 

金融収入 

 

68,805 

19,424 

6,481 

42,900 

23,398 

8,536 

5,391 

1,034 

2,230 

94 

2,033 

37 

 

65,916 

18,563 

6,339 

41,014 

29,404 

7,762 

4,500 

1,080 

1,641 

85 

1,696 

39 

 

2,889 

861 

142 

1,886 

△6,006 

774 

890 

△46 

590 

9 

337 

△2 

収入計 106,167 107,622 △1,455 

 行政支出 

  給与関係費 

  物件費 

  維持補修費 

  扶助費 

  補助費等 

  投資的経費 

  繰出金 

金融支出 

 （うち特別区債利子等） 

 特別支出  

97,267 

18,605 

23,782 

1,042 

30,747 

12,914 

1,857 

8,319 

108 

108 

0 

96,666 

18,243 

23,944 

1,188 

30,738 

12,646 

2,098 

7,807 

120 

120 

0 

602 

362 

△162 

△146 

8 

269 

△241 

512 

△12 

△12 

0 

支出計 97,375 96,785 590 

行政サービス活動収支差額 8,792 10,837 △2,045 

＜表３－１ 一般会計キャッシュ・フロー計算書＞ 
Ⅰ 行政サービス活動 

経常的な行政サービスを提供するた

めの現金収支です。  

＜収入＞ 

税収等 地方税（特別区民税、軽自動

車税、特別区たばこ税）、地方譲与

税・交付金等（地方消費税交付金、

配当割交付金等）、特別区財政調整交

付金の収入 

国庫支出金／都支出金 国・都からの

支出金のうち、資産形成にあたらな

いもの 

業務収入 分担金及び負担金や使用料

及び手数料､その他事業収入等 

金融収入 受取利息及配当金 

＜支出＞ 

給与関係費 職員給与等 

物件費 光熱水費や消耗品費、100 万

円未満の備品購入費、委託料等 

維持補修費 公有財産等の維持・補修

経費（施設の増改築等、資産に計上

される支出は含まない） 

扶助費 生活保護法や児童福祉法等に

基づき支給する福祉給付等 

補助費等 他団体等に対して支出す

る、負担金、補助金及び交付金等の

経費 

投資的経費 委託料や工事請負費等の

うち、支出の性質や金額の僅少性か

ら、区の資産形成にあたらない経費 

繰出金 一般会計から特別会計への繰

出金のうち、資産計上しないもの  

金融支出 特別区債（利子）、特別区債

発行費、一時借入金等利子等 

※ 詳細は【参考資料】79 ページ参照 

（単位：百万円）
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科目 令和４年度 令和３年度 増減 

Ⅱ 社会資本整備等投資活動 

 国庫支出金等 

  国庫支出金・都支出金 

分担金及び負担金等 

財産収入 

基金繰入金 

  財政調整基金 

  特別区債等管理基金 

  特定目的基金 

貸付金元金回収収入 

 

1,847 

1,847 

0 

0 

5 

0 

0 

5 

1,018 

 

1,268 

1,268 

0 

29 

19 

0 

0 

19 

1,013 

 

579 

579 

0 

△29 

△15 

0 

0 

△15 

5 

収入計 2,869 2,329 540 

 社会資本整備支出 

 基金積立金 

  財政調整基金 

  特別区債等管理基金 

  特定目的基金 

 貸付金・出資金等 

6,627 

2,566 

18 

3 

2,545 

1,198 

7,512 

1,354 

582 

4 

768 

1,117 

△885 

1,212 

△564 

△0 

1,777 

81 

支出計 10,390 9,983 408 

社会資本整備等投資活動収支差額 △7,521 △ 7,654 132 

Ⅲ 財務活動 

 財務活動収入 

  特別区債 

 

726 

726 

 

1,140 

1,140 

 

△414 

△414 

収入計 726 1,140 △414 

 財務活動支出 

公債費（特別区債元金） 

   リース債務返済 

1,781 

1,702 

79 

1,705 

1,633 

73 

76 

70 

6 

支出計 1,781 1,705 76 

財務活動収支差額 △1,055 △ 565 △490 

収支差額合計 215 2,618 △2,402 

前年度からの繰越金 4,956 2,338 2,617 

形式収支 5,171 4,956 215 

 

キャッシュ・フロー計算書には、非現金収支の

情報が含まれません。従って、最終的な収支差額

（形式収支）は官庁会計決算に一致します。 

Ⅱ 社会資本整備等投資活動 

固定資産や基金の増減に係る現金収

支です。 

＜収入＞ 

国庫支出金等 国・都からの支出金の

うち、資産形成にあたるもの 

財産収入 区有地等区の財産の売払い

収入 

基金繰入金 財政調整基金、特別区債

等管理基金、特定目的基金からの繰

入収入 

貸付金元金回収収入 貸付金の元金償

還による収入 

＜支出＞ 

社会資本整備支出 公共施設等区の固

定資産の形成にあたる支出 

基金積立金 基金に積み立てるための

支出 

貸付金･出資金等 区民や事業者等へ

の貸付事業支出及び出資金等 

外部からの資金調達に係る現金収支

（主に特別区債の借入金収入及び償還

金支出）です。 

＜収入＞ 

特別区債 特別区債発行による収入 

＜支出＞ 

公債費（特別区債元金） 特別区債の

償還金のうち元金分 

リース債務返済 リース資産の賃借

料の支出 

 

Ⅲ 財務活動 

（単位：百万円）
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【キャッシュ・フロー計算書の概要】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 

 

 
 

○ 基礎的財政収支（プライマリーバランス） 

基礎的財政収支（プライマリーバランス）とは、特別区債の発行や償還等の影響を除いた

財政収支のことをいい、区の行政運営に必要な経費が、当該年度の税収等でどれだけまかな

えているかを示します。 

基礎的財政収支（プライマリーバランス）は次の式により計算され、令和４年度は 13 億円

の黒字となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

平成 29 年度の荒川区の基礎的財政収支（プライマリーバランス）の状況は、下記のとおりで 

〇 行政サービス活動収支差額は、前年度と比較して 20 億円減少しています。収入は減少

し、支出は増加しており、主な要因は収入において税収等で 29 億円増加した一方で、国

庫支出金が 60 億円減少したことによるものです。 

≪行政サービス活動≫ 

         収入               

         －前年度からの繰越金       

         －特別区債            

        －基金繰入金（財政調整基金）   

        －基金繰入金           

           （特別区債等管理基金）  

≪計算式≫ 

基礎的 

財政収支 

（プライマリー 

 バランス） 

― ＝ 

 支出 

―特別区債元金及び利子等 

―基金積立金（財政調整基金） 

―基金積立金 

   （特別区債等管理基金） 

〇 社会資本整備等投資活動収支差額は、前年度と比較して１億円増加しています。主な

要因は、基金積立金の増加などにより支出が４億円増加した一方で、国庫支出金等の増

加により収入が５億円増加したことによるものです。 

≪社会資本整備等投資活動≫ 

〇 財務活動収支差額はマイナス 11 億円で、前年度と比較して５億円減少しています。主

な要因は、特別区債発行による財務活動収入が４億円減少したことによるものです。 

≪財務活動≫ 

〇 収支差額合計に、前年度からの繰越金 50 億円を合算した令和４年度の形式収支は 52

億円で、前年度と比較して 2 億円増加しました。この金額は、歳入歳出差引残額に一致

し、翌年度に繰り越されます。 

≪形式収支≫ 
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令和４年度の基礎的財政収支（プライマリーバランス）は、下記のとおりです。 

 ＜表３－２＞ 基礎的財政収支（プライマリーバランス）    

 

収入 １１４，７１８ 

 

前年度からの繰越金 △４，９５６ 
特別区債 △７２６ 
基金繰入金（財政調整基金） ０ 
基金繰入金（特別区債等管理基金） ０ 

支出 △１０９，５４７ 

 
特別区債元金及び利子等 １，８１０ 
基金積立金（財政調整基金） １８ 
基金積立金（特別区債等管理基金） ３ 

基礎的財政収支（プライマリーバランス） １，３２１ 

  

＜キャッシュ・フローの状況＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（単位：百万円）

0 

50 

100 

800 

850 

900 

950 

1,000 

1,050 

1,100 

1,150 

億円 

税収等・ 

国庫支出金等 

1,090 億円 

前年度からの繰越金 

50 億円 

特別区債 

7 億円 

 
扶助費・ 

物件費等 

1,077 億円 

特別区債 

元金及び利子等 

18 億円 

 

基金積立金 

0.2 億円 

収入(1,147 億円） 支出(1,095 億円） 

形式収支 
52 億円 

基礎的財政収支 
（プライマリーバランス） 

13 億円黒字 
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（４）正味財産変動計算書 

正味財産変動計算書は、貸借対照表の正味財産の増減を、要因ごとに表示したもので

  す。正味財産がどのような要因で増減しているのかを明らかにしています。 

  

＜表４ 一般会計正味財産変動計算書＞ 

（単位：百万円） 

  開
始
残
高
相
当 

国
庫
支
出
金 

都
支
出
金 

負
担
金
及
繰
入
金
等 

受
贈
財
産
評
価
額 

会
計
間
取
引
勘
定 

そ
の
他
剰
余
金 

合 
 

計 

前期末残高 347,488 5,220 4,813 43 429 △193 33,212 391,011 

当期変動額 0 800 1,047 0 40 △ 2 5,757 7,642 

 固定資産等の増減 0 800 1,047 0 40 0 0 1,887 

 特別区債等の増減 0 0 0 0 0 △ 2 0 △2 

 その他内部取引による増減 0 0 0 0 0 0 0 0 

 当期収支差額 0 0 0 0 0 0 5,757 5,757 

当期末残高 347,488 6,019 5,860 43 469 △196 38,969 398,653 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【正味財産変動計算書の概要】 
 

○ 正味財産の前期末残高（令和３年度）は 3,910 億円でしたが、令和４年度中に 76 億円

増加し、当期末残高（令和４年度）は 3,987 億円となりました。増加額の主な内訳は、

区の行政サービスに係る収支（行政コスト計算書の当期収支差額）58 億円の黒字や、公

共施設整備のための国庫・都支出金 19 億円です。  

 

 

 

 

開始残高相当 

開始時（平成 28 年４月）の資産と負債の差額 

国庫支出金／都支出金 

国・都からの支出金のうち、資産形成にあた

るもの 

負担金及繰入金等 

負担金等その他の歳入のうち、資産形成にあ

たるもの 

 
 

正味財産変動計算書 

受贈財産評価額 

無償で受け入れた資産の評価額 

会計間取引勘定 

会計間で正味財産を異動した場合に計上される

もの 

その他剰余金 

行政コスト計算書の当期収支差額 

当期末残高・合計 

貸借対照表の正味財産の額 
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（５）有形固定資産及び無形固定資産附属明細書 

  有形固定資産及び無形固定資産附属明細書は、荒川区が保有する固定資産（投資その

他の資産を除く）の状況を示したものです。 

 

＜表５ 有形固定資産及び無形固定資産附属明細書＞ 

（単位：百万円） 
 令和３年度

末残高 

（取得額） 

令和４年度 

増減額 

（取得額） 

令和４年度 

末残高 

（取得額） 

令和４年度 

末減価償却 

累計額 

令和４年度 

減価償却額 

令和４年度

末残高 

（現在価格） 

有形固定資産 445,396 4,974 450,370 85,049 3,856 365,322 

 行政財産 231,732 4,579 236,311 78,263 3,498 158,047 

 土地 93,046 3,412 96,458 0 0 96,458 

 建物 125,655 817 126,471 69,148 3,139 57,324 

 工作物 13,031 350 13,381 9,116 360 4,265 

 その他有形固定資産 0 0 0 0 0 0 

 普通財産 15,144 709 15,853 1,365 32 14,489 

 土地 12,325 100 12,425 0 0 12,425 

 建物 2,741 642 3,383 1,362 32 2,021 

 工作物 78 △33 45 3 0 42 

 その他有形固定資産 0 0 0 0 0 0 

 重要物品 2,852 △6 2,846 1,533 96 1,313 

 インフラ資産 193,880 380 194,260 3,772 191 190,489 

 土地 175,382 79 175,461 0 0 175,461 

 土地以外 18,498 302 18,800 3,772 191 15,028 

 リース資産 574 36 609 116 38 493 

 建設仮勘定 1,215 △724 490 0 0 490 

無形固定資産 7 10 17 6 0 12 

 行政財産 0 0 0 0 0 0 

 普通財産 7 0 8 6 0 2 

 インフラ資産 0 0 0 0 0 0 

ソフトウェア 0 10 10 0 0 10 

ソフトウェア仮勘定 0 0 0 0 0 0 

計 445,403 4,984 450,388 85,054 3,856 365,334 

 

【有形固定資産及び無形固定資産附属明細書の概要】 

○ 有形固定資産及び無形固定資産の令和３年度末残高（取得額）は 4,454 億円でした。 

○ 令和４年度は有形固定資産が 50 億円増加し、令和４年度末残高（取得額）は 4,504 億

円となりました。 

○ 令和４年度末残高（取得額）4,504 億円から、令和４年度末減価償却累計額 851 億円を

差し引いた、令和４年度末残高（現在価格）は 3,653 億円です。 

○ 建物、工作物等の固定資産は、使用や時間の経過等に伴い老朽化や損耗が進み、その価値

が減少していきます。新公会計制度では、取得年度に資産として計上し、翌年度以降その耐

用年数にわたって各年度に減価償却費（費用）を配分し、その分を貸借対照表の資産から差

し引くことで、資産の価値減少を金額で把握しています。公共施設（行政財産及び普通財産）

の建物と工作物の令和４年度末残高は、取得額1,433億円から減価償却累計額796億円を差

し引いた現在価格が637億円となり、資産価値が半分程度となっています。 
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